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会員の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。また日頃より

当協議会にご協力いただきありがとうございます。 

第 22 回定期総会は、新型コロナウイルスの影響にて書面総会とさせていただきました

が、はがき（書面）でのご回答をいただき誠にありがとうございました。会員数 148 名に

対しご返信をいただきました 116 名の方に承認をいただきましたことをご報告いたしま

す。過半数以上の承認をいただきましたことをご報告とともに、令和 5 年度は、事業計

画・予算書に沿って運営を進めてまいりたいと思いますので、ご協力をお願いいたしま

す。また令和 5 年度少しグループメンバーが追加・変更になっております。監事 2 名には

引き続きもう 1 年ご指導いただきながら活動を進めて参りたいと思います。 

令和 4 年度はコロナ禍においても役員会の中でいろいろ議論・検討を進めてきました。

コロナのリスクも視野に入れながら、今できることを検討して進めることができたのでは

ないかと思っています。令和 5 年度、実施を予定している事業としては、研修グループは

2 回の研修を計画しております。交流集会グループも皆様と集える企画を検討中です。情

報提供グループは、みんなで見る夢の発行とホームページの活用を進めて参ります。主マ

ネグループも研修を 2 回検討中です。役員会は定期的に Zoom で集まり事業を進めると共

に、協議会の運営を検討し、コロナ前に実行していた企画も改めて検討していきたいと考

えております。ケアマネ協議会の会費については、昨年度の実績と今年度の事業計画の内

容を踏まえ今年度は会費を徴収させていただきますことをご了解ください。そしてご協力

をお願いいたします。 

新型コロナウイルスが収束したわけではありません。感染症法が見直され、2 類から 5

類と変更されたことにより、社会一般的な対応が大きく変わりました。国が定めていたル

ールはなくなり、事業所ごとに対応を検討して決めていかなければならなくなりました。

まだまだ不安もあり、探りながらの状況ではありますが、しっかり検討を重ね整備を進め

てください。 

ケアプラン連携システムが構築され、ケアマネにとっては、有益なシステムだと考えて

います。有効に使うことができれば、業務の削減につながることも期待しています。そし

て、これからも引き続きケアマネ連絡協議会にご協力とご支援をお願いするとともに、皆

様のご活躍を祈念しております。 
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